
 

船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和７年１０月２日 ０１時１０分頃 

発生場所 沖縄県宮古島市平良
ひ ら ら

港内の荷
に

川
か

取
どり

漁港 

 平良港荷川取沖防波堤灯台から真方位０４０°２０ｍ付近 

 （概位 北緯２４°４９.１′ 東経１２５°１６.６′） 

事故の概要  漁船NAGI
ナ ギ

は、入港時、防波堤に衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１０月３日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 NAGI、０.４トン 

 ＯＮ３－５１０４１７（漁船登録番号）、個人所有 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 船首部外板に亀裂及び擦過傷、オーニング支柱に曲損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、船長ほか乗組員１人が乗り組み、夜間、沖縄県宮古島市宮

古島北部沿岸海域で一本釣り漁等の操業を行い、その後、平良港内に

移動して小魚のすくい
．．．

網漁を行った後、荷川取漁港に向けて帰航を開

始した。 

 船長は、操縦区画の舵輪後方に置いたクーラーボックスに腰を掛け

て手動操舵で操船に当たり、約１３ノットの対地速力で、ＧＰＳプ

ロッターの過去の航跡に向かうように本船を南南西進させた。（写真

２、写真３参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 操縦区画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ ＧＰＳプロッター画面 

 

 船長は、ＧＰＳプロッターを見ながら、過去の航跡に到達した所

で、同航跡に沿う進路とした後、目視によって平良港荷川取沖防波堤

灯台（以下「本件灯台」という。）の灯光（灯質：群閃緑光、毎７秒

に２閃光）を船首目標として、本船を南南東進させた。 

 船長は、本件灯台にある程度接近したと思い、ＧＰＳプロッターで

船位を確認するために、同プロッターの画面を広域表示から一気に詳

細表示にしようと詳細ボタンを押したが、画面が切り換わらないので

１０～２０秒ほど操作を続けていたところ、船長の後方の椅子に座っ

ていた乗組員が「危ない」と叫んだ直後、本船の船首部が平良港荷川

取沖防波堤（以下「本件防波堤」という。）に衝突した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

ＧＰＳプロッター 

すくい網漁を行った
後、出発した場所  過去の航跡に沿う
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図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、衝突の衝撃によってオーニングの支柱で右肩を打つなどし

た。 

 乗組員は、衝突の衝撃で左前方の海面に投げ出されたが、自力で本

船に這
は

い上がった。 

 船長は、家族に携帯電話で本事故の発生を連絡し、家族が救急車を

要請した。 

 本船は、負傷した船長に代わって、乗組員の操船で荷川取漁港に入

港した。 

 船長は、救急車で病院に搬送され、右鎖骨骨幹部骨折及び顔面裂創

と診断された。 

 船長は、本事故の約２年前から本船で漁業を行っており、昼間にお

ける荷川取漁港への出入港経験が１００回以上あったが、夜間におけ

る同漁港への出入港経験は１０回ほどであった。 

 船長は、昼間に荷川取漁港へ入港する際には、目視によって本件灯

台を左前方に見るようにして本件灯台を通過し、同漁港に入港してい

た。 

 船長は、夜間に荷川取漁港へ入港する際には、目視によって本件灯

台の灯光を船首目標として本件灯台にある程度接近した後、ＧＰＳプ

ロッターを詳細表示にして船位を確認し、過去の航跡に沿うように操

船していた。 

 船長は、夜間の操船経験が少なかったので、夜間は特に周囲の見張

りが疎
おろそ

かにならないように、目視での見張りを重視していたが、本

事故時、ＧＰＳプロッターの操作を始める際、本件防波堤付近までは

まだ距離が十分あると思っていた。 
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 船長は、平良港内で操業を行ったのは本事故当時が初めてであり、

すくい網漁を終えた後、本件防波堤付近まで航行時間が１０分くらい

は掛かると思って操船していたが、出発してから約３分で本件防波堤

に衝突していたことが本事故後に分かった。 

分析 (1) 船長は、夜間、荷川取漁港への入港に当たって、本件灯台の灯

光を船首目標として本船が本件灯台に接近した際、船位を確認し

ようとしてＧＰＳプロッターの操作に手間取ったことから、操作

に意識を集中する余り、本件防波堤に気付くのが遅れたものと考

えられる。 

(2) 船長は、夜間における事故発生場所付近での操船経験が少な

かったものの、自身の感覚を過信したことから、本件防波堤の直

前でＧＰＳプロッターを操作したものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、荷川取漁港に向けて航行中、本件防

波堤に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が荷川取漁港に向けて南南東進中、船長が、

余裕のある時機にＧＰＳプロッターで船位の確認を行っていなかった

ため、本件防波堤に気付くのが遅れ、本船が本件防波堤に衝突したも

のと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長は、入港時にＧＰＳプロッターの操作を行う場合、港口の防

波堤等に接近した場所ではなく、障害物から十分離れた安全な場

所で行うこと。また、同操作に時間を要する場合、自船を減速又

は停止させて安全を確保すること。 

 ・船長は、漂泊後の出発時等には、あらかじめＧＰＳプロッター等

で自船の船位を確認し、航路計画を立てた上で操船を開始するこ

と。 

 ・船長は、夜間や出入港時などに操船する際、他の乗組員がいる場

合には、見張りや船位確認の補助を行わせることが望ましい。 

 ・船長は、船舶事故が発生した場合、適切な助言や支援を受けられ

るよう、速やかに海上保安庁に通報すること。 

 


